
　ワーキング･ホリデーだけでなく交換や私
費による方法など「留学」の形態や目的は
さまざまで、平均的に1年間とされる留学期
間を将来に向け、いかに活用していくか考
えることは個人にとって重要な問題だ。そ
の中で考えなければならないことの1つとし
て、「日本帰国後の就職」が挙げられる。
　日本の企業は現在、英語などの外国語
で外国人と円滑にコミュニケーションが取
れ、外国人の物の考え方や仕事の仕方を
知っているといった能力を持つグローバル
人材を求めているとされている。留学はそ
のような人材になるための絶好の機会で
あり、うまく活用できれば良い形で将来へ
とつなげられることだろう。
　そこで、グローバル人材を目指すために
必要な、留学中にしておくべきことを大き
く4つに分けて紹介する。留学に当たり、
将来どういう人材になっていたいかを考え
て、留学をどう生かすかプランを立ててみ
てはどうだろうか。

基礎英語力の向上

　現在の英語力が中･上級程度以上ある

人以外は、その後のステップのためにも語
学学校への通学は必須だ。一般的に英語
力は、ビギナー、エレメンタリー、インター･
ミディエイト（中級）、アドバンスと大きく
レベルが分けられ、レベルを1つ上げるに
は8週間程度の学習が必要と言われてい
る。つまり、現在ビギナー･レベルの英語力
の人は、中級レベルに到達するために16
週間程度（ワーキング･ホリデーの最大通
学週数は17週まで、学生ビザは制限なし）
の学習期間が必要となる。
　この中級程度の英語力があれば、その
後もより高い英語コースに進めたり、英語
環境での就労経験も可能になる。従って、
グローバル人材を目指すのであれば、中
級程度レベルへの英語力到達が最初のス
テップだ。なお、中級の英語レベルは、英
語を使って仕事をするにはまだ不十分で、
最低限必要な基礎英語力が身に着いた段
階だと言える。

仕事で使える英語力の向上

　基礎英語力を身に着けたのみでは、英
語をビジネス･シーンで使いこなせるとは

言い難い。よって、そのための勉強が必要
となり、ビジネス英語コース、BULATS（ビ
ジネス英語能力テスト）、ケンブリッジ英
語力検定試験コースなどを学校で受講す
ることが勉強方法として挙げられる。
　上記コースの特徴として共通しているの
は、話す、聞く、書く、読む、文法の英語に
おける要素全てを強化でき、ビジネス･シー
ンでの実践的な英語力を身に着けられる
ということだ。
　例えば、ケンブリッジ英語力検定試験
の受講を修了し試 験に合格すると、その
資格が英語を使ってのメールなどの通信、
交渉などの仕事をすぐに任せられる人物
像であることを証明するものとして機能
する。通常、上記のコースは4週間から12
週間程度と比較的長く通学する必要があ
り、入学においても中級程度以上の英語
力が必要なので、より綿密な計画をして上
記コースを受講できるように臨む必要が
ある。

英語環境での就労経験

　グローバル人材になるに当たり、英語環
境での就労経験は必要不可欠。その就労
経験を通じ、自分とは違う国籍の人の考え
方、仕事の仕方を知
ることができ、将 来
自分自身がそういっ
た人と仕事をする際
に、日本の常識では
通用しないケースや
考え方があることを
知った上で交渉など
ができるからだ。
　 そ の た め に も 当
然、基礎的な英語力
は持っていなければ
ならず、その目安 が

上記の中級程度の英語力となる。このレ
ベルがあると、現地のホテル、企業、現地
学校などでの就労経験が可能となる。

TOEIC高得点取得

　 日本で の就 職 活 動 の 際 に持っておく
べき英 語 の 資 格として代 表 的 なもの が
TOEICだ。現在では、日本全体の70％以上
の企業が採用に当たり同試験の点数を参
考にしているとされ、一般的に外資系や英
語を使った部署での仕事に就くには730点
程度以上の点数が必要とされている。
　同試験はオーストラリアでも受講可能
で、日本よりも多い4週間ごとの頻度で公
式テストが開催されている。また、オース
トラリアでも受講するその他のメリットと
しては、試験後1週間で結果が手に入るこ
と。日本では試験申し込みから結果取得
まで3カ月以上の時間が掛かるとされてお
り、オーストラリアだと結果取得まで約2
週間のため、就職活動をしたい時に結果
が出ていないという事態には陥らない。
　オーストラリアでは各 都市に公式テス
ト･センターがあり、中には日本語での受
付をしてくれる場所もあるため、日本帰国
前に受験することを検討しておきたい。

留学活用法
日本帰国後の就職へのステップ

取材協力＝株式会社Big Bridge International（ジャパン･センター･オーストラリア）／
大橋賢一さん
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IELTS基本情報

IELTSとは

　 I E LT S は 、I n t e r n a t i o n a l  E n g l i s h 
Language Testing Systemの略で、オース
トラリアを始めイギリス、カナダ、ニュー
ジーランドなどへの海外留学や研 修、移
住申請のための英語力検定試験の1つ。日
本ではTOEIC、TOEFL、英語検定などが有
名で認知度は高くないかもしれないが、現
在、世界では140カ国の1,000以上の会場
で受験ができる、英語力証明のための国
際基準のテストとなっている。
　IELTSの試験は、用途別に2通りに分か
れる。1つは、英語で授業を行う大学や大
学院への入学、英語圏での看護師や医師
登録申請に当たり適用される「アカデミッ
ク･モジュール」。もう1つは、移住申請など
学業以外の目的で必要な「ジェネラル･ト
レーニング･モジュール」だ。オーストラリ
アでの進学の場合、大学･大学院への入学
にはアカデミック･モジュール、専門学校や
TAFE（職業訓練校）入学の場合はジェネラ
ル･トレーニング･モジュールで取得した点
数の利用も可能となっている。
　試験は平均して月に2回実施されるが、

受験費用は363ドル（GST込み）と決して安
くはないので、しっかり計画的に準備する
ことが必要だ。

テスト内容

　上記の両モジュールとも、IELTSのテスト
はリスニング、リーディング、ライティング、
スピーキングの4つのパートで構成され、テ
ストの合計所要時間は約2時間45分となっ
ている。そして、上記4パートのうちリー
ディングとライティングに関しては、出題
内容がモジュールによって異なる仕組みと
なっている。
　また、スピーキング･テストの実施につい
ては、筆記テストと同日または別日と日程
が2通りに分かれる。ただし、スピーキング･
テストが別日になったとしても、世界的な規
定により筆記テストの前後6日以内に行わ
れるようスケジュールが決められている。
　各パートの試験時間、出題数など概要
は以下の通り。

リスニング
●試験時間は60分
●問題数は40問前後
●トピックは日常会話から場内アナウン

ス、セミナーなどさまざま
●音声の放送は1回、試験中の問題用紙へ
のメモ書きは許可されている
●話される英語の地域性は特に指定なし
（英、米、豪、カナダ、ニュージーランド、
アイルランドなどさまざま）

リーディング
●試験時間は60分
●3つの文章（各2,500～3,000ワード）と、
各文章に対する設問40問が出題
●問題は新聞、説明書、書籍などから出題
●アカデミック･モジュールでは、学術文な
どからも出題されるが専門知識は要求さ
れない

ライティング
●試験時間は60分
●問題数は2つ（タスク1、タスク2）
●タスク1は150ワード程度、タスク2は250
ワード程度で執筆を行う
●ジェネラル･トレーニング･モジュールの
場合、タスク1は手紙の執筆など
●アカデミック･モジュールでは、タスク1は
グラフ･図の読み取り、タスク2は社会問題

への意見を論理的に説明

スピーキング
●試験時間は約15分
●全3パートから構成
●パート1：自己紹介（受験者の仕事、休日
の過ごし方などの質問への応答）
●パート2：指定のトピックについて約2分
間のスピーチ
●パート3：パート2の内容に関する試験官
からの詳細な質問への応答）
●回答内容はレコーダーで録音

試験結果

　試 験 結果は、合格･不合格ではなく、0
～9.0のスコアで表示される。リスニング、
リーディング、ライティング、スピーキング
の各パートのスコアが表示される他、総合
評価のスコアが与えられる。
　オーストラリアで進学に当たり必要なスコ
アは、専門学校で5.5～（ジェネラル･トレー
ニング･モジュール）、大学･大学院で7.0～
（アカデミック･モジュール）となっている。

IELTS完全攻略

　IELTSは、TOEICと異なり、問題を解き進
めるテクニックだけでは高得点取得には
限界があり、「普段の英語力そのものが試
される」試験と言えます。そのため、模擬
問題を解くという勉強法だけではリーディ
ングやリスニングのパートには効果がある
かもしれませんが、普段の英語力自体の向
上にはつながってくれません。
　IELTS攻略に必要なのはずばり「語彙力
の増強」、「語彙を制する者がIELTSを制す
る」のです。
　そして、この語彙力が関係し、日本人が
IELTSのスコア･アップで伸び悩むのがライ
ティングとスピーキングです。
　特に、ライティングのパートでは、動物、
IT、福祉など時事問題や専門的な内容から
問題が出題されます。「3つの問題の中か
ら1つを選びなさい」といった出題形式の
試験ではないので、得意分野であれば問
題ないかもしれませんが、出題問題が自分
の不得意分野からであれば好スコアにつ

ながらない可能性が高くなるでしょう。そ
うならないための効果的な勉強法を紹介
します。

日本人特有の弱点克服法
　ライティングのパートの試験時間は60分
でタスク1とタスク2の2題が出題され、タス
ク2の方に配点の約3分の2が割り当てられ
るため、前者に20分、後者に40分を掛ける
ことが良い時間配分とされています。
　タスク1は、ジェネラル･トレーニング･モ
ジュールでは、お礼や苦情、問い合わせの
手紙の執筆、アカデミック･モジュールでは
グラフや図の読み取りが問題として出題さ
れます。
　先述の内容と矛盾するようですが、この
タスク1攻略に必要なことは「とにかく問題
をこなす」こと。模擬問題集などで問題の
数を多くこなすことで、自ずと頻出の表現
や単語が自分の中に定着し、試験には丸暗
記に似た状況で臨めるはずです。

　問題は、タスク2です。ここでは、個人の
知識や経験を基に論理的に意見を展開す
ることが求められますが、この「意見を書
く」ということが日本人にとっては実はと
ても苦手な作業です。というのも、日本で
生まれ育った人は、「察する」ことが良しと
される社会の中にいたため、自分の意見
を主張するという必要性がオーストラリア
などの外国と比べて少なく、意見を持つに
至るまでの思考の壁が存在します。
　ライティング･パートのタスク2では、250
ワード程度で意見を展開しなければなら
ず、上記のワード数に達するためにはイン
トロ（書き出し）･本文･結論でエッセイ全体
を構成し、そのうち本文が3つの以上の段
落（意見･理由）で構成されるのが望まし
いです。ちなみに、IELTSのライティングの
パートでは、書かれている内容よりも、上
記の形式がきちんとフォローされているか
が得点の対象となります。
　意見を書くことが苦手な日本人にとって
は、試験の際に頑張って意見を書き出して
みますが、アイデア不足から手が止まって
しまい、その結果、時間が足りなくなるこ
とがよくあります。
　その意見をコンスタントに出せるように
なるために、推奨したいのが「日記をつけ
る」という勉強法です。具体的な方法とし
ては、1日の出来事を書くのではなく、「自
分の考え」を書くことです。例えば、まず
は好きな食べ物、好きな色など「好きなも
の」でトピックを1つ決めて、その理由を3つ
述べるといったトレーニングから始めてく
ださい。3つというのは、上記の通り実際
の試験で本文の構成を最低3つ作れるよう
になるためです。理由が3つ思いつかない
場合でも、とにかく何かひねり出さなけれ

ばなりません。
　次にこの作業に慣れてきたら、例えば
「受動喫煙」問題など、時事問題から何か
トピックを1つ取り上げてそれに対して賛
成、反対のブレイン･ストーミングを行い、
考えを可能な限りたくさん出すようにする
ことをお勧めします。そうすることで、普
段のこうしたトレーニングを試験で応用し
た際に、多く意見が出た方で構成を考え、
すぐに書き進めていけるようになるからで
す。試験では、ブレイン･ストーミングと理
由の整理に10分を使うことが非常に重要
です。40分の試験時間のうち、この最初の
10分で焦らずアイデアをうまく整理できる
かできないかが、タスク2の出来を大きく
左右します。
　上記で述べたトレーニングを普段から継
続することによって、幅広い分野から語彙
が身に着くだけでなく、実際の試験で日記
として書き溜めたアイデアが効果的な「ネタ
帳」となり効果を発揮してくれるはずです。

スピーキング･パートにも効果あり
　この「日記」の勉強法は、ライティングだ
けでなく、スピーキングでも効果的です。そ
れは、先に述べた「意見を持つに至るまで
の思考の壁が存在」するために、日本人は
英語を話せないのではなく、話すネタがな
いという状況に試験でも陥るからです。
　そこで、もし海外で現在生活しているので
あれば、できる限り新聞、雑誌などから幅広
く情報を収集し、何か1つのトピックに対し
賛成･反対両面の意見を数多く持てるトレー
ニングを継続してもらえればと思います。
　ここで述べた「日記（ネタ帳）」勉強法
は、IELTSで少なくとも6.0以上を目指すの
であれば必須の習慣と言えるでしょう。

◆IELTS攻略法
取材協力＝ラ･リングア･ランゲージ･スクール／坂井田智子さん
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――オーストラリアに来たきっかけは何で
したか。
　大学卒業後、日本でしばらく仕事をして
いたのですが、当時は特に何か資格を持っ
ていたわけでもなく、ずっと同じような生
活をしてくのかと悩んでいたことがありま
した。その時、以前から日本語教師に興味
があったことを思い出し、日本語教師資格
を取得できるコースをネット検索すると、
ジャパセンのウェブサイトを通じBBIカレッ
ジの日本語教師養成講座が目に留まりま
した。
　講座の内容を調べてみて海外という環
境での勉強に興味が湧いたので、ジャパ
センの東京オフィスでカウンセリングを受
け、講座受講の準備を整え来豪しました。
そして、シドニーで観光ビザを利用しなが
ら、約3カ月間の日本語教師養成講座を受
講し資格を取得しました。

――その留学でオーストラリアの生活面で
の印象はどのように感じましたか。
　シドニーCBDエリアは東京に似た都会で
すが、ホームステイをしていた郊外は落ち
着いた雰囲気で、その地域に住んでいた人

たちは初対面の私にも優しく、とても良い
印象を受けました。アジア人に対しても抵
抗がないように見受けられ、オーストラリ
アの社会は多文化に対して寛容で親日国
なのだと感じました。
　また、治安や気候の良さだけではなく、
時差も日本とわずか1時間しかないので、友
達や家族とSNSなどですぐに連絡が取れる
ところにもとても安心感がありましたね。

――今回は2回目の留学になりますが、再
来豪の目的はどのようなものですか。
　日本語講師養成講座を受講する中で、
将来の選択肢として日本ではなく海外で日
本語教師の仕事をしたいと意識するよう
になりました。ただ、海外で就職を果たす
上での英語力に自信がなかったので、まず
は語学学校で勉強し英語力を向上させよ
うと2回目の来豪を決めました。

――ビザや語学学校の準備はどのように
されましたか。
　語学学校については、日本語教師養成
講座を受講している間にジャパセンのオ
フィスで相談し、その時点で幾つか候補の

学校を決め、見学の予約まで済ませてい
ました。再来豪してからは、候補の学校に
アテンドしてくれる「ジャパセン･パック」と
いうサービスを利用し、体験授業を受ける
などして入学する学校を選びました。
　ビザの方は、できるだけ長くビザの有効
期間を留学の時間に当てたかったので、ま
ず観光ビザで入国し学校を決め、その後
に学生ビザに切り替えるという方法を取り
ました。
　そして、オーストラリアの学生ビザは、週
20時間までの就労が可能というメリットが
あるので、この点も学生ビザに切り替えよ
うと考えた理由になりました。

――留学を今後の人生にどのようにつな
げていきたいですか。
　学生ビザである程度の長い期間滞在が
可能なため、まずはじっくりと腰を据えて
勉強し、英語力を海外での就職につなげ
られるレベルにまで到達させたいと考え
ています。そして、資格を利用しながらプラ
イベート･スクールや日本語学校で日本語
を教え、その経験も同時に積んでいくつも
りでいます。
　ジャパセンでは、世界中で日本語教師
になるための就職サポートもあると聞い
ているので、英語力を高めながら海外で
の就職のチャンスも掴めるよう、今回の留
学を有意義なものにしていきたいと思い
ます。

ワーホリ･留学生サポート･センター
「ジャパセン」でオーストラリア留学

利用者に直撃

　日本（東京･大阪）だけでなく、シドニーにもオフィスを持つBBIジャパン･センター･
オーストラリア（以下、ジャパセン）。同センターでは、日本で相談を済ませシドニーで現
地サポートを受ける留学生も多く、今回はジャパセンを通じて語学学校を決定し留学生
活を始めた杉原真由美さんに、オーストラリアで留学することのメリットから思い描く留
学後の自身の展望まで話を伺った。

■BBI ジャパン･センター･オーストラリア
住所：Suite 3.03, 39 Liverpool St., Sydney
Tel: (02)9267-4002
Fax: (02)9264-8927
Web: www.japancentre-au.com
Email: info@japancentre-au.com
営業時間：月～金9:30AM～5:30PM、土･日･祝休み

杉原真由美
（すぎはらまゆみ）

プロフィル◎大学卒業後に日本で
社会人生活を送るが、将来を見据
え日本語教師になることを決意、
ジャパン･センター･オーストラリア
併設のBBIカレッジ日本語教師養
成講座で日本語教師資格を取得。
その後、海外での就職を目標に語
学留学のために再来豪。現在は語
学学校で勉強中。

ジャパセンからひと言

　個人の留学を将来にどう生かすかは、
目的によりさまざまだと思います。今回の
真由美さんのように、日本語教師を軸に
更なる飛躍を目指し語学留学を選択する
人もいます。また、WH終了後などにビジ
ネス学校などで学習を続ける方も多くい
ます。ジャパセンでは、語学留学のみなら
ず、専門学校、資格取得、インターンシッ
プ、TOEIC講座そして就職まで、1人1人の
目的に沿ったプランを提案し、最適なサ
ポートを提供します。
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ビザの準備スケジュール

　学生ビザを取得し、オーストラリアで学
生として滞在することを考えた時、まず気
になるのがいつから準備を始めるのが良
いかということ。
　もちろん「可能な限り早く」準備を開始
すればその分余裕を持った準備ができる
が、ワーキング･ホリデー･ビザから学生ビ
ザへの切り替えを行う場合は、遅くともビ
ザの有効期限2カ月前から学生ビザ申請に
向けた準備を始めるのが良いだろう。
　日本から学生ビザを申請する場合は、ビ
ザ申請に併せて学校選びにも時間を要す
ることが考えられるため、全体的な準備は
大学であれば渡航から逆算して1年前、専
門学校や語学学校であれば半年前から開
始するのが理想的。そして、ビザ申請は渡
航の3～4カ月前には始められるようにして
おきたい。

必要書類･手続き

　学生ビザに加え、学校に入学するために
必要な書類は、入学を希望する学校の申
込書を除き、語学学校であれば必要書類
は基本的にパスポートのみとなる。また、

専門学校や大学の場合は、以下の書類が
必要とされる。

●日本での高校以上の卒業証明書
●オーストラリアで過去に勉強した場合、
そのサーティフィケートと成績証明書
●英語力の証明書（IELTSなど）

　上記のうち、英語力の証明がない場合、
学校側が入学試験を提供しているのであ
ればそれを受ける必要がある（筆記のみ、
筆記＋インタビューの場合がある）。英語
力が学校の入学に不十分なレベルの場合
（またビジネス･カレッジなどオーストラリ
で勉強していない場合）、語学学校と専門
学校や大学のパッケージでの申請、もしく
は語学学校のみの申請となる。
　また必要書類について、選択する学校
またはコースによっては英語での履歴書、
ポートフォリオ、志望動機（エッセイ）の提
出も求められることがある他、過去に勉強
した内容の詳細情報の提供が求められる
こともある。

必要な初期費用

　必要な初期費用のうち、学費について

は 教 育 機 関 や 選 択 するコースにより異
なるため 一概に平均 的な費 用は 説 明で
きないが、オーストラリアに学 生ビザ で
滞在する全ての学生には「海外留学生保
険（Overseas Student Health Cover／
OSHC）」への加入が義 務 付けられてお
り、その費用が必要だ。OSHCは、1年の期
間であれば500ドル前後、3年間であれば
1,800ドル前後が費用の相場となる。
　学生ビザの申請費用に関しては、2017
年9月現在で560ドルとなっているが、申
請がオーストラリア国内で2回目以上の場
合、上記費用に700ドルが加算されるので
注意が必要だ。

学生ビザ申請の注意点

　近年、移民局ではオーストラリア人労働
者の雇用を守るという方針から就労可能
な学生ビザも対象にビザ規定を年々厳格
化しており、日本国籍者であってもビザが
発給されない人が増えていると言われて
いる。そこで、学生ビザ申請におけるフォー
ムの記入にも正確な情報の記載が求めら
れるようになっており、フォームへの記入
を実際に始める前に自身に関する以下の
情報をまとめておくことをお勧めする。

●過去の職務経歴
●ビザ申請時点までの豪州での学歴

　ワーキング･ホリデー･ビザから学生ビザ
への切り替えを行うという人の場合は、特
に以下2点について注意が必要だ。

●学生ビザ取得後、学校が始まるまで仕事
ができない
●学生ビザを取得できていなくても、学校
が始まると通わなければいけない（出席率
のため）

　また、学生ビザ 取得に掛かるまでの審
査期間については、公式発表ではおよそ1
～3カ月となっており、審査の担当官が決ま
るまでの期間は、学校の種類別に以下の
通り（2017年９月現在）。

学校の種類	 申請の75％	 申請の90％
語学学校 37日 49日
専門学校 50日 81日
大学 35日 49日

　ただし、上記の通り審査期間の予想が
しずらいため、時間に十分な余裕を持って
学生ビザの申請をするようにしよう。

　気候や治安、日本からのアクセスの良さなどから留学先として根強い人気を誇る
国、オーストラリア。さまざまな資格取得コースや学習環境が整う同国での学習は、
語学力の向上を可能にするだけでなく、個人の新しい可能性を切り開く上での架け

橋となるだろう。そこで、本特集では、学生ビザの取得、人気の学校･コース、日本帰
国後の就職に向けた留学活用法、英語試験IELTSの攻略法を専門家の意見を交え
紹介する。

 オーストラリアで「学ぶ」
夢、キャリア･アップの実現

新たな可能性を目指して

学生ビザ取得
学生ビザ取得から学生になるまで

取材協力＝オーストラリアン･ビザネット、エミク／西尾彩子さん
（移民申請代理人登録番号0208479）
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第1位
TAFE／ナース･コース

　誰もが知るオーストラリア一の教育ネッ
トワークを誇る州立の職業訓練専門学校
「TAFE」。ナース･コースでは、専門知識だ
けでなく実用的な看護技術を学べ、准看
護師資格の獲得が可能。卒業後は大学学
士号への単位移行も認められるケースも
あり、本看護資格や永住権取得の道につ
ながるというメリットがある。

Web: www.tafensw.edu.au

第2位
William	Angliss	 Institute／ホテ
ル･マネジメント･コース

　インターンシップを受けながらホテル
学を学べるコース。ヒルトンなど一流ホテ
ルを含む680以上ものホテルが同校の学
生を雇用対象として積極的に採用してい
る。また、唯一ホテル学学士号を開講して
いる大学「サザンクロス大学（The Hotel 
School）」へ1年間の単位移行が可能だ。

経験を積んでホテル業界で成功したい方
の第一歩になること間違いなし。

Web: www.angliss.edu.au

第3位
Zenith	Business	Academy／会計
士コース

　リーズナブルな価格で本気で会計を学び
たいなら同校がお薦め。オーストラリアの
大手企業でのインターンシップが無料で受
けられ、コース修了後はパートナー校の会
計士協会に認められた学士号コースで1年
の単位が手に入る。面接スキル、履歴書、
IELTSサポートなど無料で何度でもワーク
ショップが受けられるのもうれしい点だ。

Web: www.zba.edu.au

第4位
Kent	Institute	Australia／ビジネ
ス･コース

　現在まで1万人以上の卒業生を世に送り

出したビジネス学校。授業料はかなり低め
に設定されているが、いわゆるただの「ビ
ザ取り学校」ではない。改装されたばかり
の校舎には最新コンピューター･ラボが配
備され、講師陣も経験豊富。英語力や就
職サポートの強さが、卒業生の就職率の高
さとして表れている。ビザ取り学校で時間
とお金を無駄にしたくない方に最も適した
学校の1つと言える。

Web: kent.edu.au

第5位
Evolution	Hospitality	 Institute
／クッカリー･コース

　留学生の間で大人気の職種である調理
師の資格が取得できる。他の調理師学校
に比べ授業料が高くないだけでなく、実習
を用いたプログラム内容、設備や講師陣に
ついても評判が良く、卒業生の中には高級
レストランに就職した人も多い。教室外の
ワーク･プレイスメントもあり、調理師とし
て働きたい日本人に非常に人気が高く、真
面目な学生が多いのが特徴。

Web: www.evolution.edu.au

番外編：おすすめ語学学校

①Scots	English	College／ジェネラル･イ
ングリッシュ･コース
　昨年、タウン･ホール駅近くに新たにキャ
ンパスが開校。ハイテク電子ボードやiMac
がずらりと並んだコンピューター室など、
本当に語学学校かと思うほどの設備の充
実ぶり。そして、最近新しいキャンパスが
ワールド･スクエア近くにオープンした。ど
ちらのキャンパスもヨーロッパやラテン･ア
メリカン系の学生が多く、日本人比率が低

いのが特徴。

Web: scotsenglish.edu.au

②Embassy	English	College／IELTSコース
　世界中にキャンパスを持つ語学学校の王
様。知名度やキャンパスの立地の良さ、ア
クティビティーの豊富さはもちろん、特に
力を入れているのは講師の質だ。平均13年
以上勤務を続けている講師陣だからこそ、
生徒1人ひとりの弱点を見抜き克服するよ
う導き出してくれる。特にIELTSコースの講
師は元試験官ということもあり、「結果を
最短で出すことができる」と評価が高い。

Web: w w w.embassyenglish.com/locations/anz /
sydney

③ELS	Universal	English	College／アカ
デミック･イングリッシュ･コース
　 EL Sユニバーサル･イングリッシュ･カ
レッジは、生徒が真面目で雰囲気が良い
ことが特徴。特に同校のアカデミック･イン
グリッシュ･コースは、修了すると多くの専
門学校や大学に英語試験なし入学が可能
となるため、学生の授業に取り組む姿勢が
真剣そのものだ。本気で進学英語を勉強
したいのならお薦めの学校。

Web: www.els.edu/en/Find-ELS-Language-Centers/
AUS/NSW/Sydney

学校／コース
今、シドニーで人気の
留学･資格取得コース･ランキング TOP5

取材協力＝iae留学ネット／松岡勇樹さん

教育特集

32　2017年10月	


